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第１回県民モニターアンケート「ユニバーサル社会づくりの推進について」
の調査結果 

 

第１回県民モニターアンケート調査の調査結果をとりまとめました。アンケート結果は、今
後のユニバーサル社会づくりに向けて活用します。 

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：ユニバーサル社会づくりの 

推進について 

(2) 調査対象者：県民モニター2,321 人 

(3) 調査期間：令和 6年 5月 17 日（金） 

      ～5 月 27 日（月）[11 日間] 

(4) 調査方法：web 上のアンケートフォーム 

     に入力 

(5) 回答者数：1,749 人（回答率 75.4％） 
 
 
２ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

Q1 あなたは、「ユ

ニバーサル社会」

という言葉をご

存知でしたか。 

（1 つ選択） 

 「言葉も意味も知っていた」人が 48.7%と最も高く、ユニバーサル社会に対する認

知は進んでいる。一方、「言葉は知っていたが、意味は知らなかった」人が 28.3%、「言

葉も意味も知らなかった」人が 23.0%と、約半数の 51.3％の人が意味を知らなかった。 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,321 1,749 75.4% 

性
別 

男 性 1,022 803 78.6% 

女 性 1,292 942 72.9% 

不 明 7 4 57.1% 

年
代
別 

10～20 代 79 44 55.7% 

30 代 202 121 59.9% 

40 代 379 277 73.1% 

50 代 543 422 77.7% 

60 代 527 424 80.5% 

70 代以上 591 461 78.0% 

言葉も意味も

知っていた

48.7%

言葉は知っていた

が、意味は知らな

かった

28.3%

言葉も意味も

知らなかった

23.0%51.3%
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項目 アンケート結果 

 年代別では「言葉も意味も知っていた」と答えた人は多くの世代で半数以下である

のに対し、60 代では半数を超えている。 
 

 言葉も意味も知っていた   

      

 言葉は知っていたが、意味は知らなかった 

      

 言葉も意味も知らなかった   

45.4%

43.0%

43.7%

49.3%

53.8%

49.6%

44.0%

27.3%

26.4%

28.9%

28.9%

26.4%

27.1%

38.0%

27.3%

30.6%

27.4%

21.8%

19.8%

23.3%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10

・

20

代

30

代

40

代

50

代

60

代

70

代

80

代

～
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項目 アンケート結果 

Q2 県では、県民、

事業者、団体、行

政など地域社会

を構成する様々

な主体が、それぞ

れの立場に応じ

取組を進めてい

くことによって、

ユニバーサル社

会が実現すると

考えています。 

地域でユニバ

ーサル社会づく

りを進めるため

に、あなたが最も

重要と思う主体

を選んで下さい。 

（1 つ選択） 

 ユニバーサル社会づくりを推進するため、最も重要な主体は｢行政｣と｢民間（県民、

事業者、自治会・支援団体）｣が、ともに５割程度となっている。 

 

 

 

24.7%

9.4%

15.7%

48.4%

1.8%

49.8%
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項目 アンケート結果 

Q3 あなたの知っ

ている人（あなた

自身を含む）で、

「取り残されて

いる＊」とあなた

が思う人はいま

すか。 

（1 つ選択） 

 

※＊一般的に

享受されるべ

きサービスや

権利を享受し

ていない、でき

ていない人の

こと 

取り残されていると思う人が「いる」は 41.2%と半数を下回り、「いない」が 58.8%

と半数を超えている。 

地域別では取り残されていると思う人が「いる」と答えた人は、西播磨、但馬、淡

路で半数を超えている。 

 

 いる   いない 

地域別 

全体 

37.7%

41.4%

39.1%

39.2%

46.9%

43.0%

56.0%

59.5%

48.5%

51.1%

40.0%

62.3%

58.6%

60.9%

60.8%

53.1%

57.0%

44.0%

40.5%

51.5%

48.9%

60.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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項目 アンケート結果 

 “取り残されている”と思う人で「いる」と回答があったうち、主な意見を分類し

たところ次のとおり。 

カテゴリ 主な意見等 

高齢者 ・独居高齢者（病気、障害、心を閉ざしている人） 

・家族、世間から疎外されていると感じている施設入所者 等 

障害者 ・車椅子の人 

・発達障害者（子ども、大人） 

・地域から孤立している知的障害者、精神障害者 

・視覚障害者、聴覚障害者 

・外から見ただけでは分からない難病患者、内部障害者 

・心の病で休職、無職となっている人         等 

介護者 ・老老介護  

・ヤングケアラー、働きながら親を介護している未婚成人  

・重度障害者の親、障害者の老親           等 

外国人 ・人権が守られていない外国人 

・技能実習生                    等 

生活困窮者 ・金銭面で施設に入所できない高齢者 

・困窮により医療を受けることをためらっている人 

・世間の反発を恐れて生活保護を申請していない人 

・生活保護より低い生活水準で生活するシングルマザー 

・パートと僅かな年金で不労の成人の子を養っている高齢の

母親                                              等 

子ども ・ネグレクトを受けている子ども 

・貧困家庭の子ども                 等 

情報弱者 ・行政サービスに関する情報にアクセスすることが難しい人 

・スマホ等情報機器が使えない人                      等 

居住地の課題 ・車がないと生活できない場所に居住し、運転ができなくな

った高齢者 

・移動手段が乏しく各種サービスが受けにくい地域に居住す

る人                       等 

その他 ・ホームレス 

・性的少数者 

・シングルファザー 

・引きこもりの中高年、若者（不登校）  

・セーフティネットの枠からぎりぎり外れる人       等 
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項目 アンケート結果 

Q4 あなた自身が

ユニバーサル社

会づくりに関す

ることで実践し

ていること、今

後、実践したいこ

とはありますか。 

（いくつでも選

択） 

 「街で困っている人から声をかけられたら可能な範囲で手伝う（72.7%）」が最も多

く、次いで「電車の中で席を譲る（54.8%）」、「SNS で他人の誹謗中傷をしない（50.8%）」

となっている。 

 

72.7%

54.8%

50.8%

41.4%

32.9%

30.0%

26.0%

25.2%

24.2%

18.4%

11.1%

10.7%

8.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

街で困っている人から声を

かけられたら可能な範囲で手伝う

電車の中で席を譲る

SNSで他人の誹謗中傷をしない

街で困っている人に声をかける

近所の高齢者に声をかける（かけあう）

パートナーや家族と

家事や子育てを分担する

障害者が働く店（障害者が

作った商品を置く店）を利用する

寄附（ふるさと納税含む）で支援する

自分が困っていたら助けを求める

外国語を学ぶ

障害者芸術を観に行く

障害者スポーツを

観戦したり体験したりする

手話を学ぶ

その他
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項目 アンケート結果 

  年代別では「近所の高齢者に声をかける（かけあう）」は、年代が上がるにつれて

多くなっている一方、「外国語を学ぶ」「手話を学ぶ」は、年代が若くなるほど多くな

る傾向にある。 

年代間での差が最も多かったのは「近所の高齢者に声をかける（かけあう）」で、

最も少ない 10・20 代が 15.9%であるのに対し、最も多い 80 代以上は 61.0%とその差

は 45.1%であった。 

最大値 最小値 (%)
街
で
困
っ

て
い
る
人
に
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を
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る

街
で
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っ
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す
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41.4 72.7 24.2 32.9 54.8 30.0 18.4 8.5 50.8 26.0 11.1 10.7 25.2 2.4

40.9 65.9 29.5 15.9 61.4 29.5 40.9 22.7 61.4 27.3 11.4 11.4 18.2 0.0

42.1 71.9 24.8 21.5 52.9 38.0 27.3 16.5 57.9 21.5 8.3 11.6 33.1 1.7

31.8 66.4 23.1 23.5 55.6 36.5 24.9 9.4 51.3 24.2 8.7 13.0 30.3 2.9

39.8 73.5 25.8 27.7 61.6 28.4 17.8 9.7 57.8 26.5 10.0 11.6 25.8 4.5

42.5 77.8 20.3 32.1 55.4 26.9 14.9 7.3 50.0 24.8 12.3 9.2 21.7 1.2

48.2 73.1 24.7 45.4 51.0 28.5 16.1 5.0 39.9 29.1 13.9 10.5 23.5 1.7

45.0 68.0 33.0 61.0 35.0 27.0 5.0 2.0 50.0 28.0 11.0 7.0 22.0 2.0

16.4 11.9 12.7 45.1 26.6 11.1 35.9 20.7 21.5 7.6 5.6 6.0 14.9 4.5年代間の差

合　計

年
代
別

10・20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代～
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項目 アンケート結果 

Q5 あなたは、ユ

ニバーサル社会

づくり推進のた

めに、県は、どの

ような課題や分

野に優先的に取

組むべきだと思

いますか。 

（いくつでも記

載） 

1,496 名から 2,404 件の意見が寄せられ、各意見を分類したところ次のとおり。 

（1人で複数意見を記述している場合があるため、人数と件数は一致しない。） 

 

カテゴリ コメント等 意見数 

高齢者支援 ・高齢者の就労支援、スキルを有している人の活用 

・ひとり暮らし高齢者の見守り 

・車を手放しても日常生活に困らない環境づくり 等 

376 

子育て支援 ・子育て支援が周りの人の犠牲で成り立つものでなく

なるような支援 

・一人親世帯への支援、相談窓口設置、アウトリーチ 

・病児保育の拡充               等 

318 

障害者の就労

支援 

・障害者や高齢者が無理なく働ける仕事の紹介 

・障害者やひきこもりの人が働きやすい環境整備 

・障害者の在宅ワークの活用          等 

279 

公共施設の設

備関係 

・身体的障害者等が移動しやすい人的・物的環境作り

（小さな駅等へのエレベーター設置、移動時の安全

確保、点字ブロック上への違法駐輪解消） 

・障害者利用スペース（駐車場、トイレ等）の数が少

ない 

・歩行者用青信号の時間が短く、渡りきれない  等 

250 

非正規雇用者

格差是正 

・状況に応じて仕事をシェアする働き方の選択 

・非正規雇用者格差是正の実現なくして豊かな社会は

生まれない 

・特に行政における待遇改善          等 

148 

デジタルデバ

イド（情報格

差）対策 

・政策も生活のデジタル化は進めるべきだが、同時に

デジタル弱者に対するフォロー体制の強化が必要 124 

外国人との共

生 

・外国人が孤立しないような取組 

・日本語表記しかない看板やサインは国際的に遅れて

いる 

・医療や行政など最低限のサービスを得るための通訳

の配置等の意思疎通支援           等 

119 

男女共同参画 ・男女の賃金格差是正 

・「男女共同参画」というのは男でも女でもない人を排

除する表現なので変えるべき         等 

93 

SNS 誹謗中傷

対策 

・SNS 被害者の対応 

・子どもの頃から教育機関で十分に使用方法を指導す

ることが必要                等 

93 
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項目 アンケート結果 

 （つづき） 
 

カテゴリ コメント等 意見数 

合理的配慮啓

発 

・令和６年４月から合理的配慮が義務化されているこ

とを普及推進する必要がある 

・啓発だけでなく困っている人に対して声がけや手伝

いなど行動を起こすことも大事        等 

72 

その他 ・引きこもりや不登校への支援 

・学校でユニバーサル社会についての勉強・体験でき

る機会を設ける 

・移動スーパーや巡回バスの活用 

・過疎地域の医療機関や行政窓口の維持 

・支える側の負担が大きくならないように当事者が自

分で解決できる仕組みの構築 

・県の目指す目的を県民に周知する       等 

532 
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項目 アンケート結果 

Q6 あなたは、「障

害者アート（障害

者芸術作品）」を

観たことがあり

ますか。 

（1つ選択） 

「観たことがある」人が 55.3%、「観たことがない」人が 44.7%となっている。 

年代別では「観たことがある」人は 30 代以下では半数以下であるのに対し、40 代

以上では半数を超えている。 

観たことが

ある

55.3%

観たことが

ない

44.7%

47.7%

44.6%

50.9%

55.0%

59.9%

59.0%

53.0%

0% 20% 40% 60% 80%

10·20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

観たことがある

52.3%

55.4%

49.1%

45.0%

40.1%

41.0%

47.0%

0%20%40%60%80%

10·20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代～

観たことがない

全体 

年代別 
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項目 アンケート結果 

Q7 あなたは、障

害者アートにつ

いてどのような

イメージがあり

ますか。 

（自由記載） 

 

【主な意見等】 

・おおらか、自由な発想で伸び伸びした作品、大胆な発想 

・鮮やか 

・独特の世界観、雑念のない素直な表現 

・繊細 

・自分をいきいき表現して、他人の目を意識しないところが、生きていくエネルギー

を感じる 

・アール・ブリュット  

＊「生(き)の芸術」芸術的教育技術を受けていない者によるアート 

・才能にあふれている 

・人それぞれで、一概に表現できるものではない 

・芸術性に対してきちんと対価が支払われているか気になる 

・助言や可能性を広げる会話・指導も大切。完全な画家もいるが、アートを通じて、

会話や世界が広がることの方が重要だと思う 

・一人一人の個性が表現されて海外から高い評価を受けている人は稀にいる。未だ引

き出せていないアートがたくさんあると思う。自由に表現制作できる環境や理解が

これから進むといい。 

・あまり浸透していないイメージ。もっと認知して知ってほしい。展示表現できる場

所をこれからも増やしてほしい。 

・作品の性質よりも「障害者アート」であることにある種価値が置かれているような

気がする、障害という言葉は抜いて評価するようになってほしい 

・特にない、健常者と変わらない 

・障害者アートというカテゴリにくくることこそ、ユニバーサル社会を目指すならば

必要ないのでは。 

・わからない 
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項目 アンケート結果 

Q8 あなたの知

っているスポー

ツ施設で、健常

者と障害のある

人両方の人にと

って使いやすい

と思う施設はあ

りますか。 

（1つ選択） 

 「ある」と答えた人が 8.2%に対し、「特にない」と答えた人が 91.8%と多数を占め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使いやすいと思う施設】 

主な施設名等 件数 

しあわせの村 24 

ユニバー記念競技場・神戸総合運動公園 10 

兵庫県リハビリテーションセンター 7 

神戸市立市民福祉スポーツセンター 5 

西宮市総合福祉センター 5 

神戸市立中央体育館 3 

 

 

ある

8.2%

特にない

91.8%
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項目 アンケート結果 

Q9 あなたにと

ってのユニバー

サル社会とは、

どのような社会

ですか。 

（自由記載） 

 

自由記述内容の例 性別 年齢 

周りへの遠慮などのマイナスな感情を持たずに前向きに様々な活

動ができる社会 

男性 10代 

それぞれができることを担って社会が好転して循環していること 女性 40代 

不満よりも褒める言葉があちこちから聞こえる社会。 

「これが不便、あれが嫌だ」といった悪い面が際立って見えるの

ではなく、「ここが良い、あれも素敵」とプラスの面が自然と目に

入る社会。 

男性 10代 

こうあるべき？的なものが無い社会 男性 50代 

他人はちがうものだと、認められる社会。みんなが仲良くなれる

わけないので、割り切れる社会。それでも助け合える社会。 

答えたく

ない 

20代 

ヤングケアラーが、家族内でも、また社会においても、どうして

自分だけ苦しまなければならないんだ、と辛い思いをしないよう

な社会 

女性 20代 

多様性と言いすぎて、健常者が素直に意見を言いにくい、生きづ

らい社会 

女性 30代 

足りない所は誰にもあるので、あまり特別扱いはなるべくしない

自然な社会。生きていくのに不便な事は提案し合っていく社会 

女性 60代 

同じであることに重きを置かない社会 男性 60代 

「普通である」ことを求められない社会 

お互いに迷惑をかけ合う社会 

他人に迷惑をかけることを恐れる「消極的道徳」ではなく、困っ

ている人を助ける「積極的道徳」を心がけていく社会 

女性 30代 

誰かにとっての便利は誰かにとっての不便かもしれない。全県民

共通のユニバーサル社会は難しいと思います 

男性 60代 

みんながそれぞれを理解して、お互いの正義や正しいを少しずつ

許しあう（我慢して、譲り合う）社会 

男性 50代 

助け合おうという気持ちを持てる心の余裕が皆にある社会 男性 40代 

生まれた場所や男女の区別なく、みんな平等にチャンスが与えら

れ、みんな自信をもって生きていける社会 

女性 60代 

心身の障害や家庭環境・生育環境など、その時々の状況によって

個々人の人生が左右されないで済む社会がユニバーサル社会の基

盤だと思う 

男性 40代 

よくわからない 複数 

みんな違って良い社会 複数(例示した文

言） 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3022)  


